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稲敷を ”乗りこなそう”
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＼最終年／



今後も稲敷市に住み続け
ながら活動を続けます。

今年の成果
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伊藤 歩（ムーサン）

稲敷を ”乗りこなそう”

出身/長野県飯田市 
年齢/3８歳 
家族/妻・子どもと４人で移住 
任期/R２.4-R７.3（５年間）

自己紹介

＼いよいよ最終年／



稲敷を ”乗りこなそう”

ブランディング事業

PRロゴ

コンセプト

稲敷を”乗りこなそう”
RIDE＝乗りこなす

稲敷にある、自転車を軸とした 
野外アクティビティを丸ごと満喫して 
ほしいという意味を込めた

稲敷市自転車事業公式ロゴ



CSS支援 ツアー・イベント

自転車教室

広報・PR
1. 貸出備品の維持・管理 
2. 誘客支援 
3. 誘客支援イベント

サイクリングクラブ

1. 少人数ツアーの開発・実施 
2. 中規模イベント（100人）の開発・実施 
3. 通年イベントの開発・実施 
4. セミナー・講演会

1. サイクリングマップの作成 
2. ホームページ制作（ポータルサイト） 
3. 看板設置 
4. 専用SNSの運用

1. こども自転車教室 
2. おとな自転車教室 
3. シニア自転車教室 
4. 通学路支援

1. 稲敷市役所サイクリング課 
2. 定期的に乗れる機会の提供 
3. サイクリングガイドの養成

市内向け・市外向け

市内向け 市内向け

市内向け・市外向け

レンタサイクル 
休憩所

1. 仮設休憩所の運営 
2. 和田公園の利活用 
3. 古渡橋エリアの利活用 
4. 西の洲エリアの利活用

市外向け

市内向け・市外向け

稲敷市サイクリング事業の種づくり



稲敷を ”乗りこなそう”

ミッション（伊藤のポジション）

サイクリスト 地域のヒト・モノ

→稲敷市を市外に発信：７
→稲敷市を市内に発信：３

誰に向けて

「自転車」を通して稲敷市をPRすること



稲敷を ”乗りこなそう”

計画　５年目

様々な取組みを通して自転車事業への機運を高める

イナシキライド 
課題と今後

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

広い駐車場を使ってのびのび練習できる

２．和田公園休憩所　　  10日/年
３．定番ツアー開発　　   ５回/年→モニター実証→販売

１．レンタサイクル事業  営業開始→自主＋大杉神社

６．PR事業　　　　　　 100投稿（ｲﾅｼｷﾗｲﾄﾞｲﾝｽﾀ）

４．イベント開発　　　  ２本程度→休憩所、ロゲイニング
５．自転車教室　　　　　1本→初！稲敷市主催

まちづくり推進課との協働

（R5年のスライド）



稲敷を ”乗りこなそう”

レンタサイクルPR

各種イベントに出展し、認知を広げる活動も必要

利用者　１１名
4月、チューリップ祭りに出展する形で、稲敷市のレ
ンタサイクルを試乗体験という形でPRしました。 
自転車に乗れる子どもを中心に貸出がありました。 
各種イベントを通して、自転車に乗る機会の提供と自
転車事業のPRを進める良い機会になりました。



稲敷を ”乗りこなそう”

仮設休憩所（サイクリストウェルカム企画） 

イナシキライド 
仮設休憩所

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

広い駐車場を使ってのびのび練習できる

目的
市内２３キロ区間内には稲敷市との接点を持ち
にくい現状がある。サイクリストと地域産品を
つなぐ取組を通して稲敷市のPRをする。

GWの和田公園で初開催、立ち寄り率が格段に向上

実施
2024.5.3-6（４日間） 

青木菓子店の葛バー157本 
Ohanaシフォン50個 
カフェぼっくりのドリップ21個　など

実績



稲敷を ”乗りこなそう”
この時期の開催は需要アリ！今後も継続したい活動

仮設休憩所（サイクリストウェルカム企画）２ 

ゴールデンウィークは様々な属性のサイクリストが出現 



稲敷を ”乗りこなそう”

研修

いよいよ、今年１１月に関東編を実施します！

キャンプツーリング 
【小中学生向け】

8月、３年間通っている、小中学生向
けキャンプツーリング提供事業者
Grav bicycle。今年も8月にツアーに
帯同し、運営などを学ぶため研修を行
ないました。子どもたちに与えるイン
パクトも含めた、非常に価値のある企
画だと実感しました。稲敷市や茨城県
を舞台にした企画を実現するため、連
携を深めました。



稲敷を ”乗りこなそう”

ツアー・イベント開発事業

自転車はインバウンド需要を取り込める手段

インバウンドツアー
9月、茨城県スポーツ推進課が進めている台湾人向けの
モニターツアーにサイクリングガイドとして参加しまし
た（稲敷パート）。大杉神社でのお客様の反応は上々
で、特に瓦を割るコンテンツは大いに盛り上がりまし
た。アジアを中心としたインバウンド需要は確実にあ
り、稲敷市は親和性の高いコンテンツも抱えているので
今後とも磨きをかけていくべきでしょう。



稲敷を ”乗りこなそう”

ツアー・イベント開発事業

大小関わらず、サイクルツーリズムに参画します。

K-1ライド
11月、JR土浦駅の駅ビルを運営するプレイ
アトレ土浦の主催で霞ヶ浦一周イベントが実
施されました。稲敷市は東郷菓子舗のかぼち
ゃパイを提供。900名（昨年は500名）を
超えるお客様に稲敷市の味を楽しんでもらい
ました。準備はまちづくり推進課が中心、伊
藤は当日の売り子担当しました。

県外から知り合いのサイクリスト
親子も参加してくれました。



稲敷を ”乗りこなそう”

ツアー・イベント開発事業

イナシキライドフォトサイクリング 開催
＼稲敷市初の単独企画／



稲敷を ”乗りこなそう”

ツアー・イベント開発事業

地域資源に楽しく触れてもらえる持続可能なパッケージ

　　　　一般部門(43チーム67名)　　 
　　　　　親子部門(14チーム35名）

目的
市内全域を使って稲敷市の魅力を発信するサイ
クリング企画。市内の40箇所以上あるサイクル
サポートステーションの紹介や見どころをゲー
ム形式で周遊してもらうことで楽しく稲敷を体
感してもらう。また地域にお金を落とすことで
事業者のサイクリングウェルカムも醸成したい

イナシキライド 
フォトサイクリング

実施 ２０２５年３月１５日
→サイクリングシーズンスタートに合わせた

部門



稲敷を ”乗りこなそう”

ツアー・イベント開発事業

ならではの賞品と子どもが喜ぶゲスト、CP６９ヶ所
チェックポイント



稲敷を ”乗りこなそう”

ツアー・イベント開発事業

老若男女、どのレベルでも、一緒にできるから楽しい

満員御礼🈵



稲敷を ”乗りこなそう”

ツアー・イベント開発事業

77％が「面白い」84％が「満足」

とっても楽しくいい企画でした！！景品のボトルも最高です！！ポイント取るために自然と必死になってました。 
お昼をとるときに参加者が殺到したのか12時には売り切れになっていたりしてたので地域貢献にもなってると思います。

チェックポイントを自分の体力に合わせて計画していくのが楽しかった。難易度に合わせて得点差があり、どう廻るかが考えるのが楽しかった。 
当日初めて会った方と協力したり、地元の方に聞いたりと自然と交流できたのもよかった。

親子クラスでは一番走力を持っていたかなと思います。 
それでも勝てないところにロゲイニングのゲーム性があり親子共々悔しくもあり楽しかったです。

（26組が回答）

次年度も「参加したい」声が多数届いています。



稲敷を ”乗りこなそう”

ノベルティ開発

本イベントに合わせてイナシキライドのノベルティもリニューアルし参加者全員にプレゼント。 
特にサイクリングボトルはサイクリストに日常的に使ってもらえるクオリティで製作しました。

サコッシュ サイクリングボトル

今後もグッズを通した認知度の向上を進めます。



稲敷を ”乗りこなそう”

まちづくりシンポジウム

シンポジウムに登壇

周辺地域と連携して「エリアの面白さ」をPR

11月１０日、稲敷市持続可能な地域づくりシ
ンポジウムが開催され、稲敷市周辺地域から
観光系の事業者が集い、議論を交わしまし
た。自転車観光を担当していることもあり、
私も登壇の機会をいただきました。 
「チバラキ」という言葉もあるように、稲敷
市は千葉県側の自治体と連携を深めて観光を
展開していくことは、非常に可能性があると
感じました。



稲敷を ”乗りこなそう”

研修

協力隊 
フィールドワーク研修

５年間を総括し、次の展開を考える時間でした。

2月4日・５日、県内の協力隊が対象のフィー
ルドワーク研修で受入自治体として稲敷市が
担当し、メインでアテンドを担当しました。 
稲敷市の５年間の活動を現地を歩いていただ
きながら、解説しました。県南地域から参加
したメンバーが多く、今後の連携に向けて交
流ができました。まちづくり推進課の皆さ
ん、農家の郡司さん、いなしきむすび合同会
社の山﨑さんにお世話になりました。



稲敷を ”乗りこなそう”

関係人口創出事業

田植え＆稲刈りイベント

田植え　５月11日　約５0名　
稲刈り　９月15日　約７0名　

今年も開催決定！田植えは5月４日です

東京都世田谷区立桜小学校の「おやじの会」
から桜川地区三次の農家、郡司さんに農業体
験のご依頼があり、始まりました。協力隊有
志で受入のお手伝いをし、伊藤は進行役でご
協力させていただきました。

経緯



稲敷を ”乗りこなそう”

関係人口創出事業

アンケートの声

拠点整備

人が交わる装置としての空き家活用

2年前から管理をして
いる物件です。スペー
スの貸出とシェアキッ
チン事業を展開してい
ます（一部準備中）。
施設名を変更し、この
家の屋号である「シロ
ヘエ（四郎兵衛）」と
して運用をスタートし
ています。施設内の倉
庫を利用して自転車の
休憩空間も整備してい
きます。

私の”好き”をここで



稲敷を ”乗りこなそう”

関係人口創出事業

拠点整備

11月 
秋のやきやきパーティ

1２月 
クリスマス会

２月 
ふるまいもち

15人 30人 50人
地域の理解を得ながら緩やかに人を集める取組み



稲敷を ”乗りこなそう”

関係人口創出事業

関係人口を創出できるプレイヤーを目指します。

地域コーディネーター 

5月から翌年２月まで、茨城県の関係人口創
出事業「iBARAKICK」の県南地域のコーデ
ィネーターとして、県南地域の２社を担当し
ました。

出典：https://joinus-ibaraki.jp/

ここの人材を 
目指しています

最終報告会では 
総合司会を担当しました。

担当企業：千洲額縁株式会社（稲敷市） 
　　　　　筑波学園ホテル（つくば市）



稲敷を ”乗りこなそう”

計画　６年目（退任しますが…）

様々な取組みを通して自転車事業への機運を高める

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

広い駐車場を使ってのびのび練習できる

２．和田公園休憩所　　 　　　  10日/年
１．ラーケーションツアー開発　30回/年→モニター実証→販売

3．イベント開発　　　             フォトサイクリングの継続など

まちづくり推進課との協働
４．PR事業　　　　　　　　　  SNS等を活用した発信　　　　　　　　　　　            

稲敷市での取組み



稲敷を ”乗りこなそう”

出口①　サイクリングガイド

サイクリングガイドとしての仕事化

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

旅行業者からの受託事業・提案事業 教育キャンプ事業者からの受託事業



稲敷を ”乗りこなそう”メディアからのオファー

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

広い駐車場を使ってのびのび練習できる

茨城県南地域に詳しい 
ガイドとしての認知

・・

出口①   サイクリングガイド

右：自転車雑誌バイシクルクラブ 
左：山雑誌ランドネ



稲敷を ”乗りこなそう”自転車教室の実績が仕事化

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

広い駐車場を使ってのびのび練習できる

茨城県南地域での 
自転車教室

・・

出口②　自転車教室



稲敷を ”乗りこなそう”稲敷市にいるからこそ、協力隊だったからこそ、の仕事

ヘルメットの被り方から丁寧に教える

広い駐車場を使ってのびのび練習できる

茨城県南地域に詳しい 
コーディネーターとして

・・

出口③　関係人口創出事業

ここのお仕事に 
取り組んでいきます

・中間支援 
・採用支援 
・移住定住相談



稲敷を ”乗りこなそう”

出口④   賃貸事業

アンケートの声

人が交わる装置としての空き家活用

私の”好き”をここで



このエリアのサイクル
ツーリズムはこれから

細く長く取り組むことが大切だと感じています。



稲敷を ”乗りこなそう”

WEB MAP サイクリングマップPDF

稲敷市の皆様と協働できることを楽しみにしております。

５年間大変お世話になりました。引き続き

ありがとうございました！


